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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つのデータ線と、第１走査線及び第２走査線を含む２以上の走査線との交差箇所に画
素回路が設けられ、前記画素回路が複数形成された表示パネルと、
　複数の前記データ線に、両方向にデータ信号を順次印加することができる両方向データ
駆動部と、
　順方向信号または逆方向信号が印加され、前記第１走査線に順方向または逆方向の第１
選択信号を順次出力する第１走査駆動部と、
　前記第１走査駆動部から出力される第１選択信号が入力され、前記順方向信号または前
記逆方向信号に応じて選択的に、前記第２走査線に順方向または逆方向の第２選択信号を
順次出力する第２走査駆動部と、
　を備え、
　前記画素回路は、
　発光素子と；
　前記発光素子を駆動する第１のトランジスタと；
　前記第１のトランジスタのゲートと一端が接続されるキャパシタと；
　前記第２走査線とゲートが接続され、前記第２走査線から供給される前記第２選択信号
に応じてターンオンし、前記第１のトランジスタをダイオード連結させる第２のトランジ
スタと；
　前記第１走査線とゲートが接続され、前記第１走査線から供給される前記第１選択信号
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に応じ、前記データ線から供給されるデータ信号を前記キャパシタの他端に伝達する第３
のトランジスタと；
を備え、
　前記第２選択信号は、前記画素回路を選択するための前記第１走査線の一つ前の第１走
査線に出力される第１選択信号と同一であることを特徴とする、有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記第１走査駆動部及び前記第２走査駆動部は、前記表示パネルの両側にそれぞれ備え
られることを特徴とする、請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記第１走査駆動部は、
　前記順方向信号または前記逆方向信号が印加され、後段に連結されているシフトレジス
タが順方向または逆方向に順次の信号を生成できるようにする走査方向制御部と、
　前記走査方向制御部によって入力される開始信号を順方向または逆方向にシフトして、
順次の信号を出力する前記シフトレジスタと、
　前記シフトレジスタから出力される隣接する２つの信号、及び第１クロック信号または
第２クロック信号のいずれか１つが入力され、前記第１走査線に前記第１選択信号を提供
する第１選択信号印加部と、
　を有して構成されることを特徴とする、請求項１または２に記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項４】
　前記第１選択信号印加部と表示パネルとの間に、バッファ部がさらに備えられることを
特徴とする、請求項３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記走査方向制御部は複数の制御ユニットから構成され、前記制御ユニットは、
　順方向信号によりターンオンし、前記開始信号または前段シフトレジスタユニットの出
力信号をシフトレジスタユニットに提供する第１トランジスタと、
　逆方向信号によりターンオンし、前記開始信号または後段シフトレジスタユニットの出
力信号をシフトレジスタユニットに提供する第２トランジスタと、
　を有することを特徴とする、請求項３または４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記第１トランジスタ及び前記第２トランジスタは、互いに異なるチャネル極性に形成
されることを特徴とする、請求項５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記第１選択信号印加部は、前記シフトレジスタから出力される隣接する２つの信号、
及び前記第１クロック信号または前記第２クロック信号のいずれか１つが入力される、複
数の３端子否定論理積ゲートから構成されることを特徴とする、請求項３～６のいずれか
に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記第１クロック信号及び前記第２クロック信号は、１水平周期を周期とし、互いに位
相が反転されて提供されることを特徴とする、請求項３～７のいずれかに記載の有機電界
発光表示装置。
【請求項９】
　前記第２走査駆動部は、前記順方向信号により、前段に連結された前記第１走査駆動部
の第１選択信号を前記第２選択信号として出力し、前記逆方向信号により、後段に連結さ
れた前記第１走査駆動部の第１選択信号を前記第２選択信号として出力する第２選択信号
印加部を有することを特徴とする、請求項１～８のいずれかに記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項１０】
　前記第２選択信号印加部と表示パネルとの間に、バッファ部がさらに備えられることを
特徴とする、請求項９に記載の有機電界発光表示装置。
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【請求項１１】
　前記第２選択信号印加部は複数の選択ユニットから構成され、前記選択ユニットは、
　前記順方向信号によりターンオンし、前段に連結された前記第１走査駆動部の第１選択
信号を前記第２選択信号として提供する第３トランジスタと、
　前記逆方向信号によりターンオンし、後段に連結された前記第１走査駆動部の第１選択
信号を前記第２選択信号として提供する第４トランジスタと、
　を有していることを特徴とする、請求項９または１０に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記第３トランジスタ及び前記第４トランジスタは、互いに異なるチャネル極性に形成
されることを特徴とする、請求項１１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　前記表示パネルの画素数がｎ個である場合、前記第１走査線は、前記表示パネルの前記
画素回路の各々に連結されるｎ＋２個の現在走査線であり、前記第２走査線は、前記表示
パネルの前記画素回路の各々に連結されるｎ個の直前走査線であることを特徴とする、請
求項１～１２のいずれかに記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記第１走査線のうち最初の現在走査線及び最後の現在走査線は、ダミー走査線であり
、前記最初の現在走査線及び最後の現在走査線に各々連結される画素は、非発光となるこ
とを特徴とする、請求項１３に記載の有機電界発光表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置に係り、２つ以上の互いに異なる選択信号に基づいて
動作する画素回路を有する有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、有機電界発光素子は、蛍光または燐光性有機化合物を電気的に励起させて発光
させる表示装置であって、行列形態に配列されるＮ×Ｍ個の有機発光セルを電圧駆動ある
いは電流駆動し、映像を表現することができるようになっている。
【０００３】
　このような有機発光セルは、ダイオード特性を有し有機発光ダイオードＯＬＥＤとも称
され、アノードＩＴＯ、有機薄膜、及びカソード電極層を有している。有機薄膜は、図１
に示すように、電子と正孔のバランスを良くして発光効率を向上させるために、発光層（
ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ：ＥＭＬ）、電子輸送層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｔｒａｎｓ
ｐｏｒｔ　ｌａｙｅｒ：ＥＴＬ）及び正孔輸送層（ｈｏｌｅ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｌａ
ｙｅｒ：ＨＴＬ）を含む多層構造からなり、また別途の電子注入層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ　
ｉｎｊｅｃｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ：ＥＩＬ）と正孔注入層（ｈｏｌｅ　ｉｎｊｅｃｔｉｎ
ｇ　ｌａｙｅｒ：ＨＩＬ）を有している。このような有機発光セルがＮ×Ｍ個のマトリッ
クス状に配列され、有機ＥＬ表示パネルを形成する。ここで、アノード電極とカソード電
極とを共に透明電極として使用すれば、両面表示が可能となる。
【０００４】
　このような有機ＥＬ表示パネルを駆動する方式には、単純マトリックス（ｐａｓｓｉｖ
ｅ　ｍａｔｒｉｘ）方式と、薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔ
ｏｒ：ＴＦＴ）を用いた能動駆動（ａｃｔｉｖｅ　ｍａｔｒｉｘ）方式がある。単純マト
リックス方式は、陽極と陰極とを直交するように形成し、ラインを選択して駆動する。こ
れに対して、能動駆動方式は、薄膜トランジスタを各ＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏ
ｘｉｄｅ）画素電極に連結し、薄膜トランジスタのゲートに連結されているキャパシタ容
量により維持された電圧によって駆動する方式である。
【０００５】
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　図２は、両面表示が可能な一般的な有機ＥＬ表示パネルを概略的に示す部分斜視図であ
る。有機ＥＬ表示パネルは、上部ガラス基板４０及び下部ガラス基板２２との間に、第１
透明電極２４、正孔注入層２６、正孔輸送層２８、有機発光層３０、電子輸送層３２、電
子注入層３４及び第２透明電極３６を含む。
【０００６】
　アノード電極である第１透明電極２４は、ＩＴＯ、ＩＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｚｉｎｃ　
ｏｘｉｄｅ）、ＩＴＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）などの物質の
うちのいずれか一物質を真空蒸着やスパッターリングにより下部ガラス基板２２上に形成
されてデータ電極として利用される。
【０００７】
　発光層３８は、第１透明電極２４上に正孔注入層２６、正孔運送層２８、有機発光層３
０、電子運送層３２、電子注入層３４が順次積層される。
【０００８】
　カソード電極である第２透明電極３６は、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＩＴＺＯなどの物質の中の
いずれか一物質を真空蒸着やスパッターリングにより、発光層３８上に形成される。
【０００９】
　ここで、第１透明電極２４と第２透明電極３６とは、オキサイドの組成比及びＯ２プラ
ズマ処理によってそれぞれの仕事関数を異なるように設定することができる。これにより
、第１透明電極２４と第２透明電極３６との仕事関数は、電子及び正孔が移動することが
できるように、第１透明電極２４または第２透明電極３６のいずれかが低くなるように設
定される。これにより、有機発光層３０は、仕事関数差によって第１透明電極２４と第２
透明電極３６とから供給される正孔及び電子を用いて、発光するようになる。
【００１０】
　このような有機発光層３０で発生する可視光は、第１透明電極２４及び第２透明電極３
６と、上部ガラス基板４０及び下部ガラス基板２２を通して両方向に放出されるようにな
る。これにより、有機ＥＬ素子を使用した両面表示機能を有する有機ＥＬ表示パネルは、
前側及び後側で画像を表示できるようになる。
【００１１】
　図３は、図２の有機ＥＬ表示パネルを含む有機ＥＬ表示装置を概略的に示す図である。
図３に示すように、有機ＥＬ表示装置は、有機ＥＬ表示パネル１００、走査駆動部２００
、及びデータ駆動部３００を備えている。
【００１２】
　有機ＥＬ表示パネル１００は、列方向に伸びている複数のデータ線Ｄ１～Ｄｍ、行方向
に伸びている複数の走査線Ｓ１～Ｓｎ、及び複数の画素回路１１０を有している。データ
線Ｄ１～Ｄｍは、画像信号を示すデータ信号を画素回路１１０に伝達し、走査線Ｓ１～Ｓ
ｎは、選択信号を画素回路１１０に伝達する。画素回路１１０は、隣接する２つのデータ
線Ｄ１～Ｄｍと隣接する２つの走査線Ｓ１～Ｓｎにより定義される画素領域に形成される
。以下、走査線Ｓ１に連結された画素を画素Ｐ１、走査線Ｓｎに連結された画素を画素Ｐ
ｎと称する。
【００１３】
　走査駆動部２００は、走査線Ｓ１～Ｓｎにそれぞれ選択信号を順次印加する。データ駆
動部３００は、データ線Ｄ１～Ｄｍに画像信号に対応するデータ電圧を印加する。
【００１４】
　走査駆動部２００またはデータ駆動部３００の少なくともいずれかは、表示パネル１０
０に電気的に連結され、例えば表示パネル１００に接着されて、電気的に連結されている
テープキャリアパッケージ（Ｔａｐｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｐａｃｋａｇｅ：ＴＣＰ）にチ
ップなどの形態で装着することができる。または、表示パネル１００に接着されて、電気
的に連結されている可撓性印刷回路（ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉ
ｔ：ＦＰＣ）またはフィルムなどに、チップなどの形態で装着することもできる。これと
は別に、走査駆動部２００またはデータ駆動部３００の少なくともいずれかは、表示パネ
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ル１００のガラス基板上に直接装着することもでき、または、ガラス基板上に走査線、デ
ータ線及び薄膜トランジスタと同一の層で形成されている駆動回路に代替することもでき
、且つ、直接装着することもできる。
【００１５】
　一方、両面表示が可能な有機ＥＬ表示装置は、前側の画面と後側の画面の左右が逆にな
る。よって、表示装置の前側に表示される画側と後面に表示される画面が同一であるため
には、前側表示の場合にデータ線Ｄ１に印加される第１データ信号が、後側表示の場合に
はデータ線Ｄｍに印加され、前側表示の場合にデータ線Ｄｍに印加される第ｍデータ信号
が、後側表示の場合にはデータ線Ｄ１に印加される必要がある。このように両方向にデー
タ信号を印加するようにする両方向シフトレジスタを含む両方向データ駆動部が特許文献
１に開示されている。
【００１６】
　ところが、例えば１８０°回転する場合のように、表示パネルの画面が左右だけでなく
、画面の上下も変わる場合には、データ駆動だけでなく、走査駆動部も走査線に印加され
る選択信号を両方向に印加する両方向シフトレジスタを含む必要がある。すなわち、表示
画面が１８０°回転する放出表示装置は、上から下の方向へ順次選択信号が印加される場
合（以下、順方向走査という）には、走査線Ｓ１に印加される第１選択信号を下から上の
方向へ順次選択信号を印加する（以下、逆方向走査という）必要があり、走査線Ｓｎに印
加し、順方向走査では走査線Ｓｎに印加される第ｎ選択信号を、逆方向走査では走査線Ｓ
１に印加する両方向走査駆動部を用いて、回転前と回転後の画面が同一に表示されるよう
にする。
【００１７】
　また、特許文献２に開示されている画素回路の場合は、１つの画素回路Ｐｎが２つ以上
の互いに異なる選択信号、例えば、現在走査線Ｓｎに印加される第ｎ選択信号と直前走査
線Ｓｎ－１に印加される第ｎ－１選択信号に基づいて動作させることができるものである
。
【００１８】
【特許文献１】大韓民国特許第２００２－００９７４２０号明細書
【特許文献２】大韓民国特許第２００４－０００９２８５号明細書
【特許文献３】大韓民国特許第２００６－００２５２８２号明細書
【特許文献４】大韓民国特許第０５６０４４４号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　しかし、１つの画素回路Ｐｎを現在走査線Ｓｎに印加される第ｎ選択信号と直前走査線
Ｓｎ－１に印加される第ｎ－１選択信号とに基づいて動作させる画素回路においては、順
方向走査において走査線Ｓｎ－１に第ｎ－１選択信号が印加された後、走査線Ｓｎに第ｎ
選択信号が印加されることにより、正常に駆動される配置構造を有する。よって、逆方向
走査では、走査線の印加方向が逆転されて走査線Ｓｎに第１選択信号が印加された後、走
査線Ｓｎ－１に第２選択信号が印加されるため、画素回路は正常に駆動することができな
くなる。
【００２０】
　そこで、本発明は、このような問題に鑑みてなされたもので、その目的とするところは
、２つ以上の互いに異なる選択信号に基づいて動作する画素回路を有する有機電界発光表
示装置において、表示パネルが１８０°回転する場合も両面表示ができるように、両方向
走査が可能な有機電界発光表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、１つのデータ線と、第１走査
線及び第２走査線を含む２以上の走査線との交差箇所に画素回路が設けられ、画素回路が
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複数形成された表示パネルと、複数のデータ線に、両方向にデータ信号を順次印加するこ
とができる両方向データ駆動部と、順方向信号または逆方向信号が印加され、第１走査線
（Ｓｋｂ）に順方向または逆方向の第１選択信号を順次出力する第１走査駆動部と、第１
走査駆動部から出力される第１選択信号が入力され、順方向信号または逆方向信号に応じ
て選択的に、第２走査線（Ｓｋａ）に順方向または逆方向の第２選択信号を順次出力する
第２走査駆動部と、を備えることを特徴とする、有機電界発光表示装置が提供される。
【００２２】
　上記構成により、第１走査駆動部及び第２走査駆動部が、順方向信号及び逆方向信号に
基づいて、各画素に互いに異なる第１選択信号及び第２選択信号が順次印加されるように
することにより、順方向及び逆方向（上下）どちらから走査しても、第１走査線には第１
選択信号が印加され、第２走査線には第２選択信号が印加されるので、各画素回路は正常
に駆動することができ、互いに異なる選択信号に基づいて動作する画素回路を有する有機
電界発光表示装置を両面表示できるように駆動することができる。
【００２３】
　第１走査駆動部及び第２走査駆動部は、表示パネルの両側にそれぞれ備えられることが
でき、表示パネルの対向する両外側から第１選択信号と、第２選択信号を出力して画素回
路を駆動させることができる。
【００２４】
　第１走査駆動部は、順方向信号（ＣＴＵ）または逆方向信号（ＣＴＤ）が印加され、後
段に連結されているシフトレジスタが順方向または逆方向に順次の信号を生成できるよう
にする走査方向制御部と、走査方向制御部によって入力される開始信号（ＳＴＶ）を順方
向または逆方向にシフトして、順次の信号を出力するシフトレジスタと、シフトレジスタ
から出力される隣接する２つの信号、及び第１クロック信号（ＣＬＫ１）または第２クロ
ック信号（ＣＬＫ２）のいずれか１つが入力され、第１走査線に第１選択信号を提供する
第１選択信号印加部と、を有して構成されることができる。シフトレジスタは複数のシフ
トレジスタユニットを有して構成されており、シフトレジスタから出力される隣接する２
つの信号とは、１つの（ｋ番目の）シフトレジスタユニットから出力される信号と、次の
（ｋ＋１番目の）シフトレジスタユニットから出力される信号との２つの信号のことであ
る。
【００２５】
　また、第１選択信号印加部と表示パネルとの間に、バッファ部をさらに備えることがで
き、表示パネルに出力される第１選択信号を安定化させることができる。
【００２６】
　走査方向制御部は複数の制御ユニットから構成され、制御ユニットは、順方向信号（Ｃ
ＴＵ）によりターンオンし、開始信号（ＳＴＶ）または前段シフトレジスタユニットの出
力信号をシフトレジスタユニットに提供する第１トランジスタ（Ｔ１）と、逆方向信号（
ＣＴＤ）によりターンオンし、開始信号または後段シフトレジスタユニットの出力信号を
シフトレジスタユニットに提供する第２トランジスタ（Ｔ２）と、を有することができる
。
【００２７】
　第１トランジスタ（Ｔ１）及び第２トランジスタ（Ｔ２）は、互いに異なるチャネル極
性に形成されることができる。例えば、第１トランジスタをＰチャネルとすると第２トラ
ンジスタはＮチャネルとすることができ、ゲートに同じ信号を印加した場合に、一方はタ
ーンオンしても他方はターンオンしないようにすることができる。
【００２８】
　第１選択信号印加部は、シフトレジスタから出力される隣接する２つの信号、及び第１
クロック信号（ＣＬＫ１）または第２クロック信号（ＣＬＫ２）のいずれか１つが入力さ
れる、複数の３端子否定論理積ゲート（ＮＡＮＤ）から構成されることができる。３端子
否定論理積ゲートには、シフトレジスタから出力される隣接する２つの信号と、第１クロ
ック信号または第２クロック信号のいずれかと、で３つの信号の信号が入力される。
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【００２９】
　第１クロック信号及び第２クロック信号は、１水平周期（１Ｈ）を周期とし、互いに位
相が反転されて提供されることができる。
【００３０】
　第２走査駆動部は、順方向信号により、前段に連結された第１走査駆動部の第１選択信
号（Ｓｋｂ－１）を第２選択信号（Ｓｋａ）として出力し、逆方向信号により、後段に連
結された第１走査駆動部の第１選択信号（Ｓｋｂ＋１）を第２選択信号（Ｓｋａ）として
出力する第２選択信号印加部を有することができる。例えば、順方向信号の場合は、ｋ－
１番目の第１選択信号をｋ番目の第２選択信号として出力し、逆方向信号の場合は、ｋ＋
１番目の第１選択信号をｋ番目の第２選択信号として出力する。
【００３１】
　第２選択信号印加部と表示パネルとの間に、バッファ部がさらに備えることができ、表
示パネルに出力される第２選択信号を安定化させることができる。
【００３２】
　第２選択信号印加部は複数の選択ユニットから構成され、選択ユニットは、順方向信号
（ＣＴＵ）によりターンオンし、前段に連結された第１走査駆動部の第１選択信号（Ｓｋ
ｂ－１）を第２選択信号（Ｓｋａ）として提供する第３トランジスタ（ＴＲ１）と、逆方
向信号（ＣＴＤ）によりターンオンし、後段に連結された第１走査駆動部の第１選択信号
（Ｓｋｂ＋１）を第２選択信号（Ｓｋａ）として提供する第４トランジスタ（ＴＲ２）と
、を有することができる。
【００３３】
　第３トランジスタ（ＴＲ１）及び第４トランジスタ（ＴＲ２）は、互いに異なるチャネ
ル極性に形成されることができる。第１トランジスタ及び第２トランジスタと同様に、ゲ
ートに同じ信号を印加した場合に、一方はターンオンしても他方はターンオンしないよう
にすることができる。
【００３４】
　表示パネルの画素数がｎ個である場合、第１走査線は、表示パネルの画素回路の各々に
連結されるｎ＋２個の現在走査線（現在走査線Ｓ０、Ｓ１ｂ、Ｓ２ｂ…Ｓｎｂ、Ｓｎ＋１
）とすることができる。また、第２走査線は、表示パネルの画素回路の各々に連結される
ｎ個の直前走査線（直前走査線Ｓ１ａ、Ｓ２ａ…Ｓｎａ）とすることができる。
【００３５】
　この時、第１走査線のうち最初の現在走査線及び最後の現在走査線（現在走査線Ｓ０及
びＳｎ＋１）は、ダミー走査線であり、最初の現在走査線及び最後の現在走査線（現在走
査線Ｓ０及びＳｎ＋１）に各々連結される画素は、非発光とすることができる。
【発明の効果】
【００３６】
　以上詳述したように本発明によれば、順方向に選択信号を順次印加する順方向走査を制
御する順方向信号及び逆方向に選択信号を順次印加する逆方向走査を制御する逆方向信号
に基づいて、各画素に互いに異なる選択信号が順次印加されるようにすることにより、２
つ以上の互いに異なる選択信号に基づいて動作する画素回路を有する有機電界発光表示装
置を両面表示できるように駆動することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００３８】
　図４は、本実施の形態による画素回路の等価回路図である。図４では、説明の便宜上、
ｍ番目のデータ線Ｄｍとｎ番目の走査線Ｓｎに連結された画素回路のみを示している。一
方、走査線に関する用語を定義すると、現在選択信号を伝達しようとする走査線を現在走
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査線とし、現在選択信号が伝達される前に選択信号を伝達した走査線を直前走査線とする
。
【００３９】
　図４に示すように、本実施の形態による画素回路１０は、トランジスタＭ１～Ｍ５、キ
ャパシタＣｓｔ、Ｃｖｔｈ、及び有機ＥＬ素子ＯＬＥＤを備えている。
【００４０】
　トランジスタＭ１は、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤを駆動するための駆動トランジスタであり
、電圧ＶＤＤを供給する電源と有機ＥＬ素子ＯＬＥＤとの間に接続され、ゲートに印加さ
れる電圧によりトランジスタＭ５を通して有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに流れる電流を制御する
。トランジスタＭ２は、直前走査線（第１走査線）Ｓｎ－１からの選択信号（第１選択信
号）に応答してトランジスタＭ１をダイオード連結させる。
【００４１】
　トランジスタＭ１のゲートには、キャパシタＣｖｔｈの一方の電極Ａが接続され、キャ
パシタＣｖｔｈの他方の電極Ｂと電圧ＶＤＤを供給する電源との間に、キャパシタＣｓｔ
とトランジスタＭ４とが並列接続される。トランジスタＭ４は、直前走査線（第２走査線
）Ｓｎ－１からの選択信号（第２選択信号）に応答してキャパシタＣｖｔｈの電極Ｂに電
圧ＶＤＤを供給する。
【００４２】
　トランジスタＭ３は、現在走査線Ｓｎからの選択信号に応答してデータ線Ｄｍからのデ
ータをキャパシタＣｖｔｈの電極Ｂに伝達する。
【００４３】
　トランジスタＭ５は、トランジスタＭ１のドレインと有機ＥＬ素子ＯＬＥＤのアノード
との間に接続され、直前走査線Ｓｎ－１からの選択信号に応答してトランジスタＭ１のド
レインと有機ＥＬ素子ＯＬＥＤとの間を遮断する。
【００４４】
　有機ＥＬ素子ＯＬＥＤは、入力される電流に対応して光を放出する。本実施の形態によ
れば、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤのカソードに連結される電源の電圧ＶＳＳは電圧ＶＤＤより
低いレベルの電圧であり、グラウンド電圧などが用いられることができる。
【００４５】
　このような画素回路の動作について説明する。まず、直前走査線Ｓｎ－１にローレベル
の走査電圧が印加されれば、トランジスタＭ２がターンオンして、トランジスタＭ１はダ
イオード連結状態になる。よって、トランジスタＭ１のゲートとソースとの間の電圧がト
ランジスタＭ１のしきい電圧Ｖｔｈになる。このとき、トランジスタＭ１のソースが電源
ＶＤＤに連結されているため、トランジスタＭ１のゲート、すなわち、キャパシタＣｖｔ
ｈの電極Ａに印加される電圧は電圧ＶＤＤとしきい電圧Ｖｔｈとの和になる。また、トラ
ンジスタＭ４がターンオンして、キャパシタＣｖｔｈの電極Ｂには電圧ＶＤＤが印加され
、キャパシタＣｖｔｈに充填される電圧ＶＣｖｔｈは数式１の通りである。
【００４６】
【数１】

【００４７】
　ここで、ＶＣｖｔｈはキャパシタＣｖｔｈに充填される電圧を意味し、ＶＣｖｔｈＡは
キャパシタＣｖｔｈの電極Ａに印加される電圧、ＶＣｖｔｈＢはキャパシタＣｖｔｈの電
極Ｂに印加される電圧を意味する。
【００４８】
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　また、Ｎタイプのチャンネルを有するトランジスタＭ５は、直前走査線Ｓｎ－１のロー
レベルの信号に応答して遮断され、トランジスタＭ１に流れる電流が有機ＥＬ素子ＯＬＥ
Ｄに流れることを防止する。
【００４９】
　次に、現在走査線Ｓｎにローレベルの走査電圧が印加されれば、トランジスタＭ３がタ
ーンオンし、データ電圧Ｖｄａｔａが電極Ｂに印加される。また、キャパシタＣｖｔｈに
は、トランジスタＭ１のしきい電圧Ｖｔｈに該当する電圧が充填されているため、トラン
ジスタＭ１のゲートにはデータ電圧ＶｄａｔａとトランジスタＭ１のしきい電圧Ｖｔｈと
の和に対応する電圧が印加される。すなわち、トランジスタＭ１のゲート、ソース間の電
圧Ｖｇｓは次の数式２の通りである。
【００５０】
【数２】

【００５１】
　また、直前走査線Ｓｎ－１のハイレベルに応答してトランジスタＭ５がオンして、トラ
ンジスタＭ１のゲート、ソース間の電圧Ｖｇｓに対応する電流ＩＯＬＥＤが有機ＥＬ素子
ＯＬＥＤに供給され、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤは発光するようになる。電流ＩＯＬＥＤは数
式３の通りである。
【００５２】

【数３】

【００５３】
　ここで、ＩＯＬＥＤは、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤに流れる電流、ＶｇｓはトランジスタＭ
１のソースとゲートとの間の電圧、ＶｔｈはトランジスタＭ１のしきい電圧、Ｖｄａｔａ
はデータ電圧、βは常数値を表す。
【００５４】
　このように直前走査線Ｓｎ－１に走査信号が印加される間は、トランジスタＭ２がオフ
しており、漏洩電流が流れることを遮断することになり、黒階調を正確に表現することが
できる。
【００５５】
　以上、本実施の形態による画素回路として５個のトランジスタと２つのキャパシタが含
まれることを例に挙げたが、本発明はこれに限られず、２以上の選択信号により動作する
全ての画素回路に適用されるのであろう。
【００５６】
　図５は、本実施の形態による有機電界発光表示装置の構成を示すブロック図である。た
だし、図５の表示パネルに備えられる複数の画素回路は上記の図４にて説明したように２
以上の選択信号により動作する画素回路である。
【００５７】
　図５に示すように、本実施の形態による有機電界発光表示装置は、表示パネル５００と
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、第１走査駆動部６００及び第２走査駆動部７００と、データ駆動部５１０とを有して、
構成される。
【００５８】
　表示パネル５００は、正常画面及び１８０°回転された画面を全て表示することができ
る表示パネルである。また、ｎ×ｍ個の画素がマトリックス状に配列されている（以下、
不特定画素は画素Ｐｋとする。ここでｋは１とｎとの間の自然数である）。一対の走査線
Ｓｋａ、Ｓｋｂ（第１走査線及び第２走査線）とデータ線Ｄｍとが交差する部分に図４の
画素回路が設けられ、１つの画素Ｐｋは互いに異なる選択信号（第１選択信号及び第２選
択信号）を印加する２つの走査線Ｓｋａ、Ｓｋｂに電気的に連結される。この場合、１つ
の画素Ｐｋでは、同一の選択信号として動作する能動素子は同じ走査線に連結される。
【００５９】
　例えば、図４の画素回路Ｐｋでは、走査線Ｓｋａは、トランジスタＭ２、トランジスタ
Ｍ４及びトランジスタＭ５と電気的に連結されて直前走査線に対応し、走査線Ｓｋｂはト
ランジスタＭ３と電気的に連結されて現在走査線になる。これにより、表示パネル１００
に存在する走査線Ｓ１ａ、Ｓ１ｂ、Ｓ２ａ、Ｓ２ｂ…Ｓｎａ、Ｓｎｂの個数は総画素数ｎ
の２倍（２ｎ）になる。
【００６０】
　データ駆動部５１０は、上述したように両方向シフトレジスタを含んで両方向にデータ
信号を印加することができる両方向データ駆動部である。
【００６１】
　また、第１走査駆動部６００及び第２走査駆動部７００は、パネルの両側にそれぞれ備
えられ、第１走査駆動部６００は、走査方向制御部６１０、シフトレジスタ６２０、第１
選択信号印加部６３０及びバッファ部６４０から構成され、第２走査駆動部７００は、第
２選択信号印加部７１０及びバッファ部７２０から構成される。
【００６２】
　第１走査駆動部６００は、表示パネル５００に備えられている画素回路に対して第１走
査線、すなわち、現在走査線Ｓｋｂに選択信号を提供する役割を果たし、第２走査駆動部
７００は、表示パネル５００に備えられている画素回路の第２走査線、すなわち、直前走
査線Ｓｋａに選択信号を提供する役割を果たす。
【００６３】
　また、第１走査駆動部６００及び第２走査駆動部７００は、両方向走査駆動を実現する
ものであり、順方向走査駆動時には下側方向への走査線Ｓ１ａ、Ｓ１ｂ、Ｓ２ａ、Ｓ２ｂ
…Ｓｎａ、Ｓｎｂに順次選択信号を印加し、逆方向走査駆動時には上側方向への走査線Ｓ
ｎａ、Ｓｎｂ、Ｓｎ－１ａ、Ｓｎ－１ｂ…Ｓ１ａ、Ｓ１ｂに順次選択信号を印加する。
【００６４】
　まず、第１走査駆動部６００は、走査方向制御部６１０、シフトレジスタ６２０、第１
選択信号印加部６３０及びバッファ部６４０を有して構成される。
【００６５】
　走査方向制御部６１０は、第１走査駆動部６００が順方向または逆方向に走査駆動を制
御する役割を果し、順方向信号ＣＴＵまたは逆方向信号ＣＴＤが印加され、後段に連結さ
れているシフトレジスタ６２０が順方向または逆方向に順次的な信号を生成するようにす
る。
【００６６】
　すなわち、順方向信号ＣＴＵを印加されれば、最初開始信号ＳＴＶがシフトレジスタ６
２０の第０ユニットＳＲＵ＃０に伝達され、順方向に順次に信号ＳＲ０、ＳＲ１、ＳＲ２
、…ＳＲｎ＋１を生成するようにし、反対に逆方向信号ＣＴＤを印加されれば、最初開始
信号ＳＴＶがシフトレジスタ６２０の第ｎ＋１シフトレジスタユニットＳＲＵ＃ｎ＋１に
伝達されて逆方向に順次に信号ＳＲｎ＋１、ＳＲｎ、ＳＲｎ－１、…ＳＲ０を生成するよ
うにする。
【００６７】



(11) JP 4612611 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

　また、シフトレジスタ６２０は、両方向走査が可能な両方向シフトレジスタであり、ｎ
＋２つのシフトレジスタユニットＳＲＵ０、ＳＲＵ１、…、ＳＲＵｎ＋１から構成され、
走査方向制御部６１０により開始信号ＳＴＶを順方向または逆方向にシフトして順次的な
信号を生成する。
【００６８】
　第１選択信号印加部６３０は、シフトレジスタ６２０から出力される隣接する２つの信
号及び、第１クロック信号ＣＬＫ１または第２クロック信号ＣＬＫ２のいずれか１つが入
力される、複数の３端子否定論理積ゲートＮＡＮＤから構成され、これにより、最終的に
表示パネル５００に備えられる画素回路の現在走査線Ｓｋｂに選択信号を提供する。ただ
し、表示パネル５００に出力される選択信号の安定化のために、第１選択信号印加部６３
０と表示パネル５００との間にバッファ部６４０をさらに備えることができる。
【００６９】
　すなわち、第１選択信号印加部６３０は、順方向駆動時には下側方向への走査線のうち
現在走査線Ｓ１ｂ、Ｓ２ｂ…Ｓｎｂに順次選択信号を印加し、逆方向走査駆動詩には上側
方向への走査線のうち現在走査線Ｓｎｂ、Ｓｎ－１ｂ…Ｓ１ｂに順次選択信号を印加する
。
【００７０】
　次に、第２走査駆動部７００は、第２選択信号印加部７１０と、バッファ部７２０とを
有して構成される。
【００７１】
　第２選択信号印加部７１０は、上述した順方向信号ＣＴＵまたは逆方向信号ＣＴＤのい
ずれか１つが印加されて順方向または逆方向に表示パネルに備えられている画素回路の直
前走査線Ｓｋａに選択信号を提供する役割を果たす。
【００７２】
　このとき、第２選択信号印加部７１０から出力される選択信号は、第１走査駆動部６０
０から出力される選択信号が入力されて順方向信号または逆方向信号によって選択的に出
力される信号である。ただし、表示パネル５００に出力される選択信号の安定化のために
、第２選択信号印加部７１０と表示パネル５００との間にバッファ部７２０をさらに備え
ることができる。
【００７３】
　すなわち、第２選択信号印加部７１０は、順方向駆動時には下側方向への走査線のうち
直前走査線Ｓ１ａ、Ｓ２ａ…Ｓｎａに順次選択信号を印加し、逆方向走査駆動時には上側
方向への走査線のうち直前走査線Ｓｎａ、Ｓｎ－１ａ…Ｓ１ａに順次選択信号を印加する
。
【００７４】
　ただし、第２選択信号印加部７１０から出力される選択信号は、第１選択信号印加部６
３０から出力される選択信号が入力されて順方向信号または逆方向信号によって選択的に
出力される信号であり、一例として順方向駆動の場合、第２走査駆動部７００からＳ１ａ
に出力される選択信号は、第１走査駆動部６００からＳ０に出力される選択信号と同一で
あり、第２走査駆動部７００からＳ２ａに出力される選択信号は第１走査駆動部６００か
らＳ１ｂに出力される選択信号と同一である。
【００７５】
　これと同様に、逆方向駆動の場合、第２走査駆動部７００から走査線Ｓｎａに出力され
る選択信号は、第１走査駆動部６００から走査線Ｓｎ＋１に出力される選択信号と同一で
あり、第２走査駆動部７００から走査線Ｓｎ－１ａに出力される選択信号は、第１走査駆
動部６００から走査線Ｓｎｂに出力される選択信号と同一である。
【００７６】
　このような第１走査駆動部６００及び第２走査駆動部７００は、順方向信号ＣＴＵ及び
逆方向信号ＣＴＤに応答して各選択信号が該当する走査線Ｓ１ａ、Ｓ１ｂ、Ｓ２ａ、Ｓ２
ｂ…Ｓｎａ、Ｓｎｂに印加されるように動作する。
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【００７７】
　すなわち、順方向信号ＣＴＵが印加されれば、第２走査駆動部７００から出力される選
択信号はそれぞれ下側方向への直前走査線（ａ走査線）Ｓ１ａ、Ｓ２ａ、Ｓ３ａ、Ｓ４ａ
…Ｓｎａに順次印加され、第１走査駆動部６００から出力される選択信号はそれぞれ下側
方向への現在走査線（ｂ走査線）Ｓ１ｂ、Ｓ２ｂ、Ｓ３ｂ、Ｓ４ｂ…Ｓｎｂに順次印加さ
れる。
【００７８】
　ただし、第２走査駆動部７００からそれぞれ走査線Ｓ１ａ、Ｓ２ａ、Ｓ３ａ、Ｓ４ａ…
Ｓｎａに出力される選択信号は、第１走査駆動部６００からそれぞれ走査線Ｓ０、Ｓ１ｂ
、Ｓ２ｂ、Ｓ３ｂ、Ｓ４ｂ…Ｓｎ－１ｂに出力される選択信号と同一である。
【００７９】
　反対に、逆方向信号ＣＴＤが印加されれば、第２走査駆動部７００から出力される選択
信号は、それぞれ上側方向への走査線（ａ走査線）Ｓｎａ、Ｓｎ－１ａ、Ｓｎ－２ａ、Ｓ
ｎ－３ａ…Ｓ１ａに印加され、第１走査駆動部６００から出力される選択信号はそれぞれ
上側方向への走査線（ｂ走査線）Ｓｎｂ、Ｓｎ－１ｂ、Ｓｎ－２ｂ、Ｓｎ－３ｂ…Ｓ１ｂ
に印加される。
【００８０】
　ただし、第２走査駆動部７００からそれぞれ走査線Ｓｎａ、Ｓｎ－１ａ、Ｓｎ－２ａ、
Ｓｎ－３ａ…Ｓ１ａに出力される選択信号は、第１走査駆動部６００からそれぞれ走査線
Ｓｎ＋１、Ｓｎｂ、Ｓｎ－１ｂ、Ｓｎ－２ｂ…Ｓ２ｂに出力される選択信号と同様である
。
【００８１】
　従って、本実施の形態による場合、１つの画素では、直前選択信号によって動作する能
動素子、すなわちトランジスタＭ２、Ｍ４、Ｍ５がａ走査線に連結され、現在選択信号に
よって動作する能動素子、すなわちトランジスタＭ３がｂ走査線に連結されたパネルは、
順方向であれ逆方向であれ、直前選択信号はａ走査線に印加され、現在選択信号はｂ走査
線に印加されて、正常に映像を表示することができるようになる。
【００８２】
　図６は、図５に示す第１走査駆動部６００及び第２走査駆動部７００の構成を詳細に示
す図である。
【００８３】
　図６に示すように、まず第１走査駆動部６００の走査方向制御部６１０は、ｎ＋２つの
制御ユニット６１２から構成される。制御ユニット６１２は、順方向信号ＣＴＵにターン
オンされて開始信号ＳＴＶまたは前段シフトレジスタユニットの出力信号をシフトレジス
タユニットに提供する第１トランジスタＴ１と、逆方向信号ＣＴＤにターンオンされて開
始信号または後段シフトレジスタユニットの出力信号をシフトレジスタユニットに提供す
る第２トランジスタＴ２から構成される。
【００８４】
　すなわち、図６に示すように、第０制御ユニットを構成する第１トランジスタＴ１のゲ
ートは、順方向信号ＣＴＵを印加されてターンオンされ、これによりソースに印加される
開始信号ＳＴＶを、シフトレジスタ６２０の第０シフトレジスタユニットＳＲＵ＃０に伝
達し、第０制御ユニットを構成する第２トランジスタのゲートは、逆方向信号ＣＴＤを印
加されてターンオンされ、これによりソースに印加される後段シフトレジスタユニット、
すなわち、第１シフトレジスタユニットＳＲＵ＃１の出力信号を第０シフトレジスタユニ
ットＳＲＵ＃０に伝達する。
【００８５】
　また、第１～第ｎ制御ユニットを構成する第１トランジスタＴ１のゲートは、順方向信
号ＣＴＵを印加されてターンオンし、これによりソースに印加される前段シフトレジスタ
ユニットである第０～第ｎ－１シフトレジスタユニットＳＲＵ＃０、…、ＳＲＵ＃ｎ－１
の出力信号を第１～第ｎシフトレジスタユニットＳＲＵ＃１、…、ＳＲＵ＃ｎに伝達し、
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第１～第ｎ制御ユニットを構成する第２トランジスタＴ２のゲートは、逆方向信号ＣＴＤ
を印加されてターンオンし、これによりソースに印加される後段シフトレジスタユニット
である第２～第ｎ＋１シフトレジスタユニットＳＲＵ＃２、…、ＳＲＵ＃ｎ＋１の出力信
号を第１～第ｎシフトレジスタユニットＳＲＵ＃１、…、ＳＲＵ＃ｎに伝達する。
【００８６】
　また、第ｎ＋１制御ユニットを構成する第１トランジスタＴ１のゲートには、順方向信
号ＣＴＵが印加されて第１トランジスタＴ１がターンオンし、これによりソースに印加さ
れる前段シフトレジスタユニット、すなわち、第ｎシフトレジスタユニットＳＲＵ＃ｎの
出力信号を第ｎ＋１シフトレジスタユニットＳＲＵ＃ｎ＋１に伝達する。また、第ｎ＋１
制御ユニットを構成する第２トランジスタＴ２のゲートには、逆方向信号ＣＴＤが印加さ
れて第２トランジスタＴ２がターンオンし、これによりソースに印加される開始信号ＳＴ
Ｖを第ｎ＋１シフトレジスタユニットＳＲＵ＃ｎ＋１に伝達する。
【００８７】
　ただし、ここで、走査方向制御部６１０を構成するそれぞれの制御ユニット６１２は、
図６に示す構成に限られず、トランスミッションゲートなどで実現することができる。
【００８８】
　シフトレジスタ６２０は、両方向走査が可能な両方向シフトレジスタであり、ｎ＋２つ
のシフトレジスタユニット６２２（第０シフトレジスタユニットＳＲＵ＃０、第１シフト
レジスタユニットＳＲＵ＃１、…、第ｎ＋１シフトレジスタユニットＳＲＵ＃ｎ＋１）で
構成され、走査方向制御部６１０により開始信号ＳＴＶを順方向または逆方向にシフトし
て順次的な信号ＳＲ０、ＳＲ１、…、ＳＲｎ＋１またはＳＲｎ＋１、ＳＲｎ、ＳＲｎ－１
、…、ＳＲ０を生成する役割を果たす。
【００８９】
　また、第１選択信号印加部６３０は、シフトレジスタ６２０から出力される隣接する２
つの信号及び、第１クロック信号ＣＬＫ１または第２クロック信号ＣＬＫ２のいずれか１
つが入力される、ｎ＋１個の３端子否定論理積ゲート（ＮＡＮＤ）６３２から構成され、
これにより、最終的に表示パネル５００に備えられている画素回路の現在走査線Ｓｋｂに
選択信号を提供する。ただし、表示パネル５００に出力される選択信号の安定化のために
、第１選択信号印加部６３０と表示パネル５００との間にバッファ部６４０をさらに備え
ることができる。
【００９０】
　すなわち、第０否定論理積ゲートは、第０シフトレジスタユニットＳＲＵ＃０から出力
される信号ＳＲ０と、第１シフトレジスタユニットＳＲＵ＃１から出力される信号ＳＲ１
と、第１クロック信号ＣＬＫ１とが入力され、入力される３個の信号の否定論理積演算に
より最終的に走査線Ｓ０に選択信号を出力する。
【００９１】
　また、第１～第ｎ－１否定論理積ゲートは、それぞれ信号ＳＲ１、ＳＲ２～ＳＲｎ－１
、ＳＲｎ、及び第１クロック信号ＣＬＫ１または第２クロック信号ＣＬＫ２のいずれか１
つが入力され、入力される３個の信号の否定論理積演算により最終的に現在走査線Ｓ１ｂ
～Ｓｎｂに選択信号を出力する。
【００９２】
　また、第ｎ否定論理積ゲートは、第ｎシフトレジスタユニットから出力される信号ＳＲ
ｎと、第ｎ＋１シフトレジスタユニットから出力される信号ＳＲｎ＋１と、第１クロック
信号ＣＬＫ１とが入力され、入力される３個の信号の否定論理積演算により最終的に走査
線Ｓｎ＋１に選択信号を出力する。
【００９３】
　このとき、走査線Ｓ０、走査線Ｓｎ＋１は、ダミー走査線であり、走査線Ｓ０及び走査
線Ｓｎ＋１に連結される画素は実際には発光しない。
【００９４】
　また、第１選択信号印加部６１０は、順方向駆動時には、下側方向への走査線のうちの
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表示パネルの各画素回路に連結される現在走査線Ｓ１ｂ、Ｓ２ｂ…Ｓｎｂに順次選択信号
を印加し、逆方向走査駆動詩には、上側方向への走査線のうちの表示パネルの各画素回路
に連結される現在走査線Ｓｎｂ、Ｓｎ－１ｂ…Ｓ１ｂに順次選択信号を印加する。
【００９５】
　シフトレジスタユニット６２２から出力される信号ＳＲ０、ＳＲ１、…、ＳＲｎ＋１、
及び第１クロック信号ＣＬＫ１または第２クロック信号ＣＬＫ２の、否定論理積演算によ
り最終出力される選択信号の波形は、以下に順方向または逆方向駆動を説明するタイミン
グ図（図８、図１０）を用いて詳しく説明する。
【００９６】
　次に、第２走査駆動部７００の第２選択信号印加部７１０は、ｎ個の選択ユニット７１
２から構成される。選択ユニット７１２は、順方向信号ＣＴＵにターンオンされて前段否
定論理積ゲートの出力信号を表示パネルの選択信号として提供する第３トランジスタＴＲ
１と、逆方向信号ＣＴＤにターンオンされて後段否定論理積ゲートの出力信号を表示パネ
ルの選択信号として提供する第４トランジスタＴＲ２を有している。
【００９７】
　このとき、否定論理積ゲート６３２は、上述した第１走査駆動部６００の第１選択信号
印加部６３０に備えられる。
【００９８】
　すなわち、図６に示すように、第１～第ｎ選択ユニット７１２を構成する第３トランジ
スタＴＲ１のゲートは、順方向信号ＣＴＵが印加されてターンオンし、これによりソース
に印加される前段の否定論理積ゲート、すなわち、第０～第ｎ－１否定論理積ゲートの出
力信号である信号Ｓ０、Ｓ１ｂ、…、Ｓｎ－１ｂを表示パネルの選択信号として提供し、
第１～第ｎ選択ユニットを構成する第４トランジスタＴＲ２のゲートは、逆方向信号ＣＴ
Ｄを印加されてターンオンし、これによりソースに印加される後段の否定論理積ゲート、
すなわち、第２～第ｎ＋１否定論理積ゲートの出力信号である信号Ｓ２ｂ、Ｓ４ｂ、…、
Ｓｎ＋１を表示パネルの選択信号として提供する。
【００９９】
　ただし、第２選択信号印加部７１０を構成するそれぞれの選択ユニット７１２は、図６
に示す構成に限られず、トランスミッションゲートなどに実現されることができる。
【０１００】
　すなわち、第２選択信号印加部７１０は、上述した順方向信号ＣＴＵまたは逆方向信号
ＣＴＤのいずれか１つが印加されて順方向または逆方向に、表示パネル５００に備えられ
ている画素回路の直前走査線Ｓｋａに選択信号を提供する役割を果たす。
【０１０１】
　このとき、第２選択信号印加部７１０から出力される選択信号は、第１走査駆動部６０
０（第１選択信号印加部６３０）から出力される選択信号が入力されて、順方向信号また
は逆方向信号によって選択的に出力される信号である。ただし、表示パネル５００に出力
される選択信号の安定化のために、第２選択信号印加部７１０と表示パネル５００との間
にバッファ部７２０をさらに有することができる。
【０１０２】
　すなわち、第２選択信号印加部７１０は、順方向駆動時には、下側方向への走査線のう
ちの表示パネル５００の各画素回路に連結される直前走査線Ｓ１ａ、Ｓ２ａ…Ｓｎａに順
次選択信号を印加し、逆方向走査駆動時には、上側方向への走査線のうちの表示パネルの
各画素回路に連結される直前走査線Ｓｎａ、Ｓｎ－１ａ…Ｓ１ａに順次選択信号を印加す
る。
【０１０３】
　ただし、上述したように第２選択信号印加部７１０から出力される選択信号は、第１選
択信号印加部６３０から出力される選択信号が入力されて、順方向信号または逆方向信号
によって選択的に出力される信号であり、一例として順方向駆動の場合、第２走査駆動部
７００から直前走査線Ｓ１ａに出力される選択信号は、第１走査駆動部６００から現在走
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査線Ｓ０に出力される選択信号と同一であり、第２走査駆動部７００から直前走査線Ｓ２
ａに出力される選択信号は、第１走査駆動部６００から現在走査線Ｓ１ｂに出力される選
択信号と同一である。
【０１０４】
　これと同様に、逆方向駆動の場合、第２走査駆動部７００から直前走査線Ｓｎａに出力
される選択信号は、第１走査駆動部６００から現在走査線Ｓｎ＋１に出力される選択信号
と同一であり、第２走査駆動部７００から直前走査線Ｓｎ－１ａに出力される選択信号は
、第１走査駆動部６００から現在走査線Ｓｎｂに出力される選択信号と同一である。
【０１０５】
　図７は、図６に示す第１走査駆動部６００及び第２走査駆動部７００の順方向駆動時の
動作を説明する図であり、図８は、順方向駆動時のタイミング図である。図７及び図８に
示すように、まず第１走査駆動部６００の走査方向制御部６１０には、ローレベルの順方
向信号ＣＴＵが印加され、これにより、走査方向制御部に備えられている制御ユニット６
１２の第１トランジスタＴ１はターンオンする。ここで、第１トランジスタＴ１は、Ｐチ
ャンネルのトランジスタである。
【０１０６】
　反面、逆方向信号ＣＴＤはローレベルの信号として印加されることができるが、この場
合、制御ユニットの第２トランジスタＴ２は、Ｎチャンネルトランジスタであり、全てタ
ーンオフする。
【０１０７】
　すなわち、順方向信号ＣＴＵ及び逆方向信号ＣＴＤは、別途印加されるものとして示さ
れているが、同じ信号として印加することもできる。
【０１０８】
　これにより、制御ユニット６１２の第１トランジスタＴ１がターンオンすることにより
、第０制御ユニットを通して最初に開始信号ＳＴＶをシフトレジスタ６２０の第０シフト
レジスタユニットＳＲＵ＃０に提供し、これをシフトした信号ＳＲ０が出力され、信号Ｓ
Ｒ０は第１制御ユニットを介して第１シフトレジスタユニットＳＲＵ＃１に提供され、こ
れを１水平周期１Ｈだけシフトした信号ＳＲ１が出力される。
【０１０９】
　すなわち、ローレベルの順方向信号ＣＴＵが印加されるにより、第０制御ユニットを通
して開始信号ＳＴＶが第０シフトレジスタユニットＳＲＵ＃０に印加されて信号ＳＲ０を
出力し、信号ＳＲ０が後段の制御ユニット、すなわち、第１制御ユニットを介して後段の
シフトレジスタユニット、すなわち、第１シフトレジスタユニットＳＲＵ＃１に印加され
てＳＲ１を出力する。
【０１１０】
　結果的に走査方向制御部６１０及びシフトレジスタ６２０を通して、図８に示すように
、パネルの下側方向に信号ＳＲ０、ＳＲ１、ＳＲ２、ＳＲ３、…が順次発生する。
【０１１１】
　第１選択信号印加部６３０に備えられているｎ＋１個の３端子否定論理積ゲートＮＡＮ
Ｄ６３２には、シフトレジスタ６２０から出力される隣接する２つの信号及び第１クロッ
ク信号ＣＬＫ１または第２クロック信号ＣＬＫ２のうちのいずれか１つが入力される。
【０１１２】
　このとき、第１クロック信号ＣＬＫ１及び第２クロック信号ＣＬＫ２は、１Ｈを周期と
する信号で、互いに位相が反転されて入力される。
【０１１３】
　すなわち、第０否定論理積ゲートは、第０シフトレジスタユニットから出力される信号
ＳＲ０と、第１シフトレジスタユニットから出力される信号ＳＲ１と、第１クロック信号
ＣＬＫ１とが入力され、前記入力される３個の信号の否定論理積演算により最終的に走査
線Ｓ０に選択信号を出力する。
【０１１４】



(16) JP 4612611 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

　図８に示すように、現在走査線Ｓ０に出力される選択信号は、ハイレベルの第１クロッ
ク信号ＣＬＫ１、ハイレベルのＳＲ０、ＳＲ１の否定論理積演算によりローレベルの信号
となる。
【０１１５】
　また、第１～第ｎ－１否定論理積ゲートは、それぞれ信号ＳＲ１、ＳＲ２～ＳＲｎ－１
、ＳＲｎ、及び第１クロック信号ＣＬＫ１または第２クロック信号ＣＬＫ２のいずれか１
つが入力され、入力される３個の信号の否定論理積演算により最終的に現在走査線Ｓ１ｂ
～Ｓｎｂに選択信号を出力する。
【０１１６】
　すなわち、図８に示すように、現在走査線Ｓ１ｂに出力される選択信号は、ハイレベル
の第２クロック信号ＣＬＫ２、ハイレベルの信号ＳＲ１、ＳＲ２の否定論理積演算により
ローレベルの信号になり、現在走査線Ｓ２ｂに出力される選択信号は、ハイレベルの第１
クロック信号ＣＬＫ１、ハイレベルの信号ＳＲ２、ＳＲ３の否定論理積演算によりローレ
ベルの信号になる。
【０１１７】
　このように生成された選択信号は、バッファ部６４０を通して最終的に表示パネル５０
０に備えられている画素回路の現在走査線Ｓｋｂに選択信号を提供する。ただし、走査線
Ｓ０、Ｓｎ＋１は、ダミー走査線で、走査線Ｓ０及び走査線Ｓｎ＋１に連結される画素は
実際発光しない。
【０１１８】
　すなわち、第１選択信号印加部６３０は、順方向駆動時には、下側方向への走査線のう
ちの表示パネルの各画素回路に連結される現在走査線Ｓ１ｂ、Ｓ２ｂ…Ｓｎｂに順次選択
信号を印加することになる。
【０１１９】
　次に、第２走査駆動部７００の第２選択信号印加部７１０は、ｎ個の選択ユニット７１
２から構成される。選択ユニットに７１２は、ローレベルの順方向信号ＣＴＵが印加され
、これにより、第２選択信号印加部に備えられている選択ユニットの第３トランジスタＴ
Ｒ１はターンオンする。すなわち、第３トランジスタＴＲ１は、Ｐチャンネルのトランジ
スタである。
【０１２０】
　反面、逆方向信号ＣＴＤも、ローレベルに印加されることができるが、この場合、選択
ユニットの第４トランジスタＴＲ２は、Ｎチャンネルトランジスタで、全てターンオフす
る。
【０１２１】
　すなわち、順方向信号ＣＴＵ及び逆方向信号ＣＴＤは、別途印加されるものとして示さ
れているが、同じ信号として印加することもできる。
【０１２２】
　これにより、選択ユニットは、第３トランジスタＴＲ１が順方向信号ＣＴＵにターンオ
ンして、前段否定論理積ゲートの出力信号を表示パネルの選択信号として提供する。この
とき、前記否定論理積ゲートは、上述した第１走査駆動部の第１選択信号印加部に備えら
れる。
【０１２３】
　すなわち、図７に示すように、第１～第ｎ選択ユニット７１２を構成する第１トランジ
スタのゲートは、順方向信号ＣＴＵを印加されてターンオンし、これによりソースに印加
される前段否定論理積ゲート、すなわち、第０～第ｎ－１否定論理積ゲートの出力信号Ｓ
０、Ｓ１ｂ、…、Ｓｎ－１ｂを表示パネルの選択信号として提供する。
【０１２４】
　従って、第２選択信号印加部７１０は、順方向駆動時に、下側方向への走査線のうちの
表示パネル５００の各画素回路に連結される直前走査線Ｓ１ａ、Ｓ２ａ…Ｓｎａに順次選
択信号を印加するようになる。
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【０１２５】
　ただし、上述したように第２選択信号印加部７１０から出力される選択信号は、第１選
択信号印加部６３０から出力される選択信号を入力されて順方向信号によって選択的に出
力される信号であり、図８に示すように、順方向駆動の場合、第２走査駆動部７００から
直前走査線Ｓ１ａに出力される選択信号は、第１走査駆動部６００から走査線Ｓ０に出力
される選択信号と同一であり、第２走査駆動部７００から直前走査線Ｓ２ａに出力される
選択信号は、第１走査駆動部６００から現在走査線Ｓ１ｂに出力される選択信号と同一で
ある。
【０１２６】
　結果的に、１つの画素回路で直前選択信号により動作する能動素子であるトランジスタ
Ｍ２、Ｍ４、Ｍ５がａ走査線に連結され、現在選択信号により動作する能動素子であるト
ランジスタＭ３がｂ走査線に連結されたパネルが順方向である場合、直前選択信号はａ走
査線に印加され、現在選択信号はｂ走査線に印加されて、正常に映像を表示することがで
きることになる。
【０１２７】
　図９は、図６に示す第１走査駆動部６００及び第２走査駆動部７００の逆方向駆動時の
動作を説明する図であり、図１０は逆方向駆動時のタイミング図である。
【０１２８】
　図９及び図１０に示すように、まず第１走査駆動部６００の走査方向制御部６１０には
、ハイレバルの逆方向信号ＣＴＤが印加され、これにより、走査方向制御部６１０に備え
られている制御ユニット６１２の第２トランジスタＴ２はターンオンする。すなわち、第
２トランジスタＴ２は、Ｎチャンネルのトランジスタである。
【０１２９】
　反面、順方向信号ＣＴＵも、ハイレベルに印加することができるが、この場合、制御ユ
ニットの第１トランジスタＴ１は、Ｐチャンネルトランジスタで、全てターンオフする。
【０１３０】
　すなわち、順方向信号ＣＴＵ及び逆方向信号ＣＴＤは、別途印加されるものとして示さ
れているが、同じ信号として印加することができる
【０１３１】
　これにより、制御ユニット６１２の第１トランジスタＴ２がターンオンすることにより
、第ｎ＋１制御ユニットを通して最初の開始信号ＳＴＶを第ｎ＋１シフトレジスタユニッ
トＳＲＵ＃ｎ＋１に提供し、これをシフトした信号ＳＲｎ＋１が出力され、信号ＳＲｎ＋
１は第ｎ制御ユニットを介して第ｎシフトレジスタユニットＳＲＵ＃ｎに提供され、これ
を１水平周期１Ｈだけシフトした信号ＳＲｎが出力される。
【０１３２】
　すなわち、ハイレベルの逆方向信号ＣＴＤが印加されるにより、第ｎ＋１制御ユニット
を通して開始信号が第ｎ＋１シフトレジスタユニットＳＲＵ＃ｎ＋１に印加されて信号Ｓ
Ｒｎ＋１を出力し、信号ＳＲｎ＋１が前段の制御ユニット、すなわち、第ｎ制御ユニット
を介して前段のシフトレジスタユニット、すなわち、第ｎシフトレジスタユニットＳＲＵ
＃ｎに印加されて信号ＳＲｎを出力する。
【０１３３】
　結果的に走査方向制御部６１０及びシフトレジスタ６２０を通して、図１０に示すよう
に、パネルの上側方向に信号ＳＲｎ＋１、ＳＲｎ、ＳＲｎ－１、ＳＲｎ－２、…信号が順
次発生する。
【０１３４】
　第１選択信号印加部６３０に備えられているｎ＋１個の３端子否定論理積ゲートＮＡＮ
Ｄ６３２には、シフトレジスタ６２０から出力される隣接する２つの信号、及び第１クロ
ック信号ＣＬＫ１または第２クロック信号ＣＬＫ２のいずれか１つが入力される。
【０１３５】
　このとき、第１クロック信号ＣＬＫ１及び第２クロック信号ＣＬＫ２は、１Ｈを周期と
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する信号で、互いに位相が反転されて入力される。
【０１３６】
　すなわち、第ｎ＋１否定論理積ゲートは、第ｎ＋１シフトレジスタユニットから出力さ
れる信号ＳＲｎ＋１と、第ｎシフトレジスタユニットから出力される信号ＳＲｎと、第１
クロック信号ＣＬＫ１とが入力され、入力される３個の信号の否定論理積演算により最終
的にＳｎ＋１走査線に選択信号を出力する。
【０１３７】
　図１０に示すように、走査線Ｓｎ＋１に出力される選択信号は、ハイレベルの第１クロ
ック信号ＣＬＫ１、ハイレベルの信号ＳＲｎ＋１、ＳＲｎの否定論理積演算によりローレ
ベルの信号となる。
【０１３８】
　また、第ｎ～第１否定論理積ゲートは、それぞれ信号ＳＲｎ、ＳＲｎ－１～ＳＲ１、Ｓ
Ｒ０、及び第１クロック信号ＣＬＫ１または第２クロック信号ＣＬＫ２のいずれか１つが
入力され、入力される３個の信号の否定論理積演算により最終的に現在走査線Ｓｎｂ～Ｓ
１ｂに選択信号を出力する。
【０１３９】
　すなわち、図１０に示すように、走査線Ｓｎｂに出力される選択信号は、ハイレベルの
第２クロック信号ＣＬＫ２、ハイレベルの信号ＳＲｎ、ＳＲｎ－１の否定論理積演算によ
りローレベルの信号になり、走査線Ｓｎ－１ｂに出力される選択信号は、ハイレベルの第
１クロック信号ＣＬＫ１、ハイレベルの信号ＳＲｎ－１、ＳＲｎ－２の否定論理積演算に
よりローレベルの信号になる。
【０１４０】
　このように生成された選択信号は、バッファ部を通して最終的に表示パネルに備えられ
ている画素回路の現在走査線Ｓｋｂに選択信号を提供する。ただし、走査線Ｓｎ＋１及び
走査線Ｓ０は、ダミー走査線であり、走査線Ｓｎ＋１及び走査線Ｓ０に連結される画素は
実際には発光しない。
【０１４１】
　すなわち、第１選択信号印加部６３０は、逆方向駆動時には、上側方向への走査線のう
ちの表示パネルの各画素回路に連結される現在走査線Ｓｎｂ、Ｓｎ－１ｂ…Ｓ１ｂに順次
選択信号を印加するようになる。
【０１４２】
　次に、第２走査駆動部７００の第２選択信号印加部７１０は、ｎ個の選択ユニット７１
２から構成される。選択ユニット７１２には、ハイレバルの逆方向信号ＣＴＤが印加され
、これにより、第２選択信号印加部７１０に備えられている選択ユニット７１２の第４ト
ランジスタＴＲ２はターンオンする。ここで、第４トランジスタＴＲ２は、Ｎチャンネル
のトランジスタである。
【０１４３】
　反面、順方向信号ＣＴＵもハイレベルに印加することができるが、この場合、選択ユニ
ットの第３トランジスタＴＲ１は、Ｐチャンネルトランジスタで、全てターンオフする。
【０１４４】
　すなわち、順方向信号ＣＴＵ及び逆方向信号ＣＴＤは、別途印加されるものとして示さ
れているが、同じ信号として印加されることができる。
【０１４５】
　これにより、選択ユニット７１２は、第４トランジスタＴＲ２が逆方向信号ＣＴＤにタ
ーンオンされて前段否定論理積ゲートの出力信号を表示パネル５００の選択信号として提
供する。このとき、前記否定論理積ゲートは、上述した第１走査駆動部６００の第１選択
信号印加部６１０に備えられる。
【０１４６】
　すなわち、図９に示すように、第１～第ｎ選択ユニットを構成する第４トランジスタＴ
Ｒ２のゲートは、逆方向信号ＣＴＤを印加されてターンオンし、ソースに印加される後段
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否定論理積ゲート、すなわち、第２～第ｎ＋１否定論理積ゲートの出力信号Ｓ２ｂ、Ｓ３
ｂ、…、Ｓｎ＋１を表示パネルの選択信号に提供する。
【０１４７】
　従って、第２選択信号印加部７１０は、逆方向駆動時に、上側方向への走査線のうちの
表示パネルの各画素回路に連結される直前走査線Ｓｎａ、Ｓｎ－１ａ…Ｓ１ａに順次選択
信号を印加するようになる。
【０１４８】
　ただし、上述したように、第２選択信号印加部７１０から出力される選択信号は、第１
選択信号印加部６３０から出力される選択信号が入力されて順方向信号ＣＴＵによって選
択的に出力される信号であり、図１０に示すように、逆方向駆動の場合、第２走査駆動部
７００から走査線Ｓｎａに出力される選択信号は、第１走査駆動部６００から走査線Ｓｎ
＋１に出力される選択信号と同一であり、第２走査駆動部７００から直前走査線Ｓｎ－１
ａに出力される選択信号は、第１走査駆動部６００から現在走査線Ｓｎｂに出力される選
択信号と同一である。
【０１４９】
　結果的に、１つの画素回路で直前選択信号により動作する能動素子であるトランジスタ
Ｍ２、Ｍ４、Ｍ５がａ走査線に連結され、現在選択信号により動作する能動素子であるト
ランジスタＭ３がｂ走査線に連結されたパネルが逆方向である場合にも、直前選択信号は
ａ走査線に印加され、現在選択信号はｂ走査線に印加されて、正常に映像を表示すること
ができるようになる。
【０１５０】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
【０１５１】
　本発明は、有機電界発光表示装置に適用可能であり、特に２つ以上の互いに異なる選択
信号に基づいて動作する画素回路を有する有機電界発光表示装置に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１５２】
【図１】一般的な有機ＥＬ素子の概念を示す説明図である。
【図２】両面表示が可能な一般的な有機ＥＬ表示パネルを概略的に示す部分斜視図である
。
【図３】図２の有機ＥＬ表示パネルを含む有機ＥＬ表示装置を概略的に示す説明図である
。
【図４】本実施の形態による画素回路の等価回路図である。
【図５】本実施の形態による有機電界発光表示装置の構成を示すブロック図である。
【図６】図５の第１及び第２走査駆動部の構成を詳細に示す説明図である。
【図７】図６の第１及び第２走査駆動部の順方向駆動時の動作を示す説明図である。
【図８】図６の第１及び第２走査駆動部の順方向駆動時のタイミング図である。
【図９】図６の第１及び第２走査駆動部の逆方向駆動時の動作を示す説明図である。
【図１０】図６の第１及び第２走査駆動部の逆方向駆動時のタイミング図である。
【符号の説明】
【０１５３】
　５００　　　表示パネル
　５１０　　　データ駆動部
　６００　　　第１走査駆動部
　６１０　　　走査方向制御部
　６２０　　　シフトレジスタ
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　６３０　　　第１選択信号印加部
　６４０　　　バッファ部
　７００　　　第２走査駆動部
　７１０　　　第２選択信号印加部
　７２０　　　バッファ部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】
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